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小特集　色覚の多様性

カラーユニバーサルな学会発表

　2016年に国際心理学会が日本
で開催されます。論文や教科書で
名前を知っている研究者が横浜に
来るかもしれません。せっかくの
機会ですから，自分自身の研究発
表を聞いてほしい（あるいは聞か
せたい）ですよね。学会で研究成
果をアピールするには，白黒のも
のより，カラフルな見栄えのする
スライドやポスターが効果的で
す。しかし，色使いには注意すべ
きポイントがあるのです。

色の選び方
　色相　研究発表では，図中の

「条件1」や「条件2」などの情報
を色相（色合い）の違いで示すこ
とがよくあります。しかし，1型，
2型色覚の特性をもつ人は，赤か
ら緑の範囲の色どうしや，青から
紫の範囲の色どうしを混同しやす
いため，色を効果的に使うには注
意が必要です。
　例えば，赤と緑を使うときに
は，赤に黄色を，緑に青を加えて，
オレンジや青緑に近づけると，二
つの色が区別しやすくなります。
また，複数の色で情報を区別する
場合は，暖色（緑から赤の色）か
寒色（緑から青の色）どちらか一
方だけの色の組み合わせを避け，
暖色と寒色とが隣り合うようにす
るとよいでしょう。
　カテゴリー　同じカテゴリーの
色どうしは，黄みの「橙」や赤み
の「橙」など，同じ色名で表現さ

京都大学霊長類研究所 助教
脇田真清（わきた　ますみ）

Profile─脇田真清
1996年，慶應義塾大学大学院社会学研究科博士課程単位取得退学。博士（心理学）。
大阪大学医学部認知脳科学講座助手を経て現職。専門は神経科学，比較心理学。著
書は『霊長類進化の科学』（分担執筆，京都大学学術出版会），『新しい霊長類学』（分
担執筆，講談社ブルーバックス）など。

れるため，区別はできても混同さ
れることがあります。反対に，違
うカテゴリーの色どうしは，黄み
の「橙」や緑みの「青」など，違
う色名で表現されるため混同され
ません。ですから，有彩色の基本
色名である，赤，橙，黄色，緑，青，
紫，茶，ピンクのカテゴリーから
1色ずつ使うと，色の区別が容易
になるはずです。
　しかし，色の分類は色覚特性に
よって異なり，正常色覚では紫に
分類される色が青に分類されるこ
とがあります。色相だけで色を区
別するのは難しそうです。
　彩度と明度　色は色相の違い以
外でも区別できます。1型，2型
色覚の特性をもつ人には，赤から
緑の範囲の色どうしが，正常色覚
の人が感じる以上に似た色に見え
ます。その場合は，明度（白っぽ
いか黒っぽいか）や彩度（鮮やか
か褪せているか）の違いを加える
と，区別が容易になります。
　例えば，1型，2型色覚の特性
をもつ人には，「黄色，黄緑，緑」
の区別より「明るい緑，緑，暗い
緑」の区別のほうが容易です。区
別したい情報を色で表すには，色
相の違いに彩度と明度の違いを組
み合わせるとよいでしょう。

色以外の工夫
　あまり多くの色を使うと，色ど
うしの区別はできても図表の見栄
えは悪くなります。ですから，色

以外の工夫も必要です。
　例えば，折れ線グラフでは，色
の違いに，実線や点線などの線種
の違いやシンボルの形状の違いを
加えると効果的でしょう。円グラ
フや棒グラフでは，領域の色分け
に，ハッチングなどを併用すると
よいかもしれません。しかし，塗
り分けも模様や密度によっては，
図表が見苦しくなります。
　また，色を変えて文字を強調す
ることがあります。しかし，色覚
特性によっては，赤い色が暗く見
えて，注意を引かないかもしれま
せん。そのときは，太字にする，
下線を引く，背景をつけるなどの
工夫が有効です。
　結局のところ，正常色覚の人を
含めたすべての人が色のせいで混
乱しないスライドやポスターを作
るためには，まず，色に頼らなく
ても（白黒で）理解できるように
することが大切です。その上で，
色覚特性の多様さを理解しつつ，
装飾としての色づけをすると，理
解のしやすさと見栄えのよさが両
立できるかもしれません。
　次ページに，これまでに述べた
ポイントをまとめました。また，
多様な色覚特性を疑似体験するに
は，「色のシミュレータ」などの
アプリが便利です。どの色覚特性
を持つ人が，どの色の組み合わせ
を混同しやすいかを知ることがで
きます。
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